小学校　第２学年
Ⅰ　「郷土愛」を育成する学習構想
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Ⅱ　実践例　　　　　　　
１　単元名　　　　　　　　「わたしのまちを　たんけんしよう」　　
２　単元設定の理由
　　児童は、２年生になり新入生を迎え、自分たちが上級生になったという自覚が高まり、人との関わりに広がりを持ちはじめている。学校生活にもなれ、集団で登校する際に、新入生に様々な語りかけをする姿や、通学路の町の様子にも関心を示す姿がみられている。

そこで、本単元では、児童の生活の場である地域へと活動の場を広げ、自分が町について知っていることを友だちに教え合い地域への関心を高め、さらに、校外に出て自然や人、ものと直接関わることで地域のよさを知り、一層関わりを深めていくことができる児童の育成を目指していく。
本時では、児童が毎日の生活の中で感じている具体的な町に対する気付きの発表に共感し、自分が知っていることが認められた満足感と、自分もひみつを見つけたいという探検への意欲を高めていく。特に、パン屋さんや豆腐屋さんなどの食に関わるお店については、学校給食にも関係することが多いため、自分たちの生活に深く町が関わっているという実感を得ることができるので、「お店」「働く人」を今後の探求活動の視点の１つとして捉えることができるようにする。
３　指導計画　　（総時数　２７時間）
	　（１）まちのひみつをおしえあおう　　　　　　　　　３時間　（本時３／３）
　（２）たんけんのけいかくをたてよう　　　　　　　　３時間

　（３）まちをたんけんしよう　　　　　　　　　　　　６時間

　（４）見つけたことをおしえあおう　　　　　　　　　３時間

　（５）おおきくなったね　変わったね　　　　　　　１２時間


	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　カードにまとめた友だちの「まちのひみつ」の発表から、気付いたことを出し合ったり、さら
に知っていることを追加させたりする活動を通して、まち探検をしてみたいという意欲を高める。
	
	

	○　「まちのひみつ」マップや友だちの気付きから､さらに知っていることや気付いたことを
カードにまとめ、発表することができる。
	
	

	·   まちの中で、自分でも見てみたいことや行ってみたい場所､やってみたいことを発表することができる。
	
	

	
	
	


５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　前時の「まちのひみつ」を伝えた感想を発表する。

２　本時の学習課題を把握する。
	５
分
一
斉

	○　前時の「まちのひみつ」の発表のなかから、五感で感じた発表や、実物を提示しながらわかりやすく発表した内容を取り上げ、称賛することで、自分ももっと知りたい、もっと伝えたいという意欲を高め、本時のめあてへつなげていく。
	前時の

「まちのひみつ」の発表掲示

	
	
  
	
	
	

	
展
開

	３　「まちのひみつ」の発表や地図から気付いたことを発表する。

　
（1） 他にも知っていることを発表する。
（2） 友だちの発表を聞いて、思い出したことやさらに見つけたことをカードに書き、発表する。

４　町探検で行ってみたいところを発表する。

○　お店

○　自然

○　人
	２５
分
一
斉
１０
分
一斉
	○　大きな町の地図に発表したカードをはり、色分けしておく。　

· 　児童の驚きや発見をていねいに取り上げ、互いに友だちの話を聞き取り認めあえるような雰囲気作りに努める。
· 　発表したことを地図に貼っていくが、その際に前時のカードの色分けに気付かせ、「まちのひみつ」が分類できることを知らせ、新たな発表が何に分類できるかとらえさせることで、さらに調べようとする意欲を高める。
· 　特に、通学路にある豆腐屋さんの湯気やパン屋さんからのにおいなど食に関わるお店に注目させ、朝早くから働いている人々の存在に気付かせ、町に住む人の生活に関心を持たせ、今後の町探検の視点につなげるようにする。
　

　
	「まちのひみつ」マップ

「まちのひみつ」カード
フセン
赤：お店
黄：人

緑：自然

青：安全
ｵﾚﾝｼﾞ：

その他

ワークシート

	まとめ

	５　本時の学習を振り返る。
	５
分
一斉

	○　たくさんの発見や気付きを称賛し、町に出て調べてみたいとする意欲を高める。
	ワークシート


６　評価規準　（小単元　「まちのひみつをおしえあおう」の評価規準）
　○　町の人や自然、社会に関心を持ち、そこで興味を持ったことを「まちのひみつ」として紹介しようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度）
　○　町で興味を持った人や自然、お店などを「まちのひみつ」として工夫して友だちに伝えることができる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（思考・表現）

　○　町には自分の知らないことがあり、行ってみたい場所や、やってみたいことがあることに気付いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（気付き）

７　資料等　
    町のひみつカード、町のひみつマップ、ワークシート
８　板書計画
	めあて                               

	
	もっとしりたいまちのことをまとめよう。
	

	
	
	

	




１　題材名　　　　　　　　「町の　ひみつ　わかったよ」（主題４－（４））
　　
２　題材設定の理由
　　児童は、生活科の町探検で様々な人やもの、自然とのふれあいを通して、自分が生活している地域という存在に気付きはじめている。自分の町に興味を持ちはじめたこの時期に、読み物資料を通して、町のよさに気付く子どもの姿を客観的に捉えさせることにより、さらに、町への興味・関心を高めさせたい。自然やそこに住む人々の暮らしに目を向け、一層自分の町に愛着を持ち、親しみを持って生活することができるようにさせたい。
本時の資料は、町探検でわかったことを仲の良い友だちに教え合うことをとおして、町のよさに気付く児童の姿を描いている。授業では、生活科と関連付け、町のよさを味わうとともに、探検でお世話になった人々からのメッセージを終末に紹介することで、地域の人々のよさや見守っていてくれる地域の人々の存在に気付かせ、郷土愛を一層育めるようにしていく。
	３　指導計画
事前指導
（１）「まちのひみつ」マップを教室に掲示しておき町探検に対する関心を高めておく。
「まちのひみつ」マップ
本時
（１）町探検をして楽しかったことを発表する。
（２）「町のひみつわかったよ」を読んで２人の心情を話し合う。
（３）町探検で関わった人からのメッセージを聞く。
読み物資料
事後指導
（１）生活科の授業において人のくらしに対する広がりがもてるようにする。
他教科等との関連

※「郷土愛」を育む学習構想による。


	
	

	
	
	

	４　本時のねらい
　　自分の町のよさを知り友だちに伝えようとする２人の手紙のやりとりから、町のよさを感じている

姿を読み取り、自分も自然や、人、ものなどによりよく関わろうとする心情を高める。     
	
	

	○　こうちゃんとひろくんが、自分のまちのよさを感じていることがわかる。
	
	

	○　友だちの発表や豆腐屋さんからのメッセージ等から、自分のまちのよさがわかる。

	
	

	
	
	


５　展開
	段
階
	　　学習活動・内容
	時間
形態
	○指導上の留意点   ※評価
	資料

	導
入

	１　生活科の町探検から楽しかったことや気付いたことを発表する。　

	５
分
一
斉

	· 　「まちのひみつ」マップを提示し、生活科の学習を振り返りながら、楽しかった町探検の様子を想起させる。
· 　本時は「たいせつなまち」について考えていくことを伝える。　

	「まちのひみつ」マップ

	
	

	
	
	

	
展
開

	２　「町のひみつ　みつけたよ」
　を読んで話し合う。

◎　こうちゃんがひろくんに伝えたかったことはどんなことでしょう。

· 　ひろくんがこうちゃんに伝えたかったことはどんなことでしょう。　

　
· 　二人は自分の町をどう思っているのでしょう。

３　自分の町のすきなことについて考え、発表する。

　○　自然のよさ
　○　人のよさ
　○　もののよさ
	２０
分
一
斉
１０
分
個

別

	· 　生活科の町探検をしたことと重ね合わせて、主人公の２人の気持ちになって考えさせる。
· 　プレスの様子がわかる写真を用意したり、鉄板を用意したりして、こうちゃんの驚きが実感できるようにする。

· 　実物のにんじんを提示し、町探検での食に関わる体験を思い出させ、ひろちゃんの気持ちに共感できるようにする。　　
○　２人が町探検をとおして町がもっと好きになったことに共感させる。
○　自分の町のよさについてさらに感じ取っていく児童の姿に共感し称賛することで、他の学習への広がりを持たせる。
	読み物資料「まちのひみつみつけたよ」
写真プレス
にんじん


	
まとめ

	４　「町の人からのメッセージ」を聞くことにより、教師が気付いた町のよさを知る。

（１）町の人からのメッセージを聞く。
　○　この町が大好きなこと

　○　まちの宝物である児童が大好きなこと

　○　がんばっている姿

（２）教師の話を聞き、本時の学習のまとめをする。

	１０
分
個別

	○　町探検で関わり、朝早くから学校給食へ豆腐を卸している豆腐屋さんからの話を聞かせることにより、教師が気付いた町の人たちの暮らしや子どもを大切に思う気持ちのよさを伝え、見方を広げていく。
○　教師自身の「この町を大切にしていこうと
する気持ち」を感じ取らせ、自分も町を大切
にしていこうとする気持ちを育てていく。
	町の人からのメッセージ


７　資料等　
    生活科の諸資料、「まちのひみつ」マップ、プレスの写真、鉄板、地域の人からのメッセージ
８　板書計画
	                               

	
	

	
	

	
　






１　テーマ　　　「会津地鶏に寄せるふるさとへの思い」
２　ねらい
　　
　
会津地鶏を復活させようと地鶏を探し続け、学校給食で

味わわせたいという地域の人との関わりから、郷土と人と
のつながりについて気付かせる。
３　指導過程
	学習活動
	時間
	指導上の留意点
	資　　料

	１　今日の給食の献立を発表する。
２　「会津彼岸獅子」や

鶏の写真から会津地鶏の存在を知る。

３　会津地鶏を復活させたいと努力した武田さんの地域への思いを知る。　

４　地域のよさを捉える。


	１分
１分
３分
１分
	○　給食当番から発表させ、本日の給食の
献立に関心を持たせる。
○　２つの写真から会津地鶏の歴史を実感
させる。
○　会津地鶏を守ろうとする武田さんのふ
るさとを大切にし、受け継いでいこうと
する熱い思いを感じ取らせる。

○　武田さんのこだわりと会津地鶏という食材から郷土と人とのつながりについて感じ取らせる。
	会津地鶏の写真




４　資料等（放送資料）
	１　今日の給食の献立を発表します。
２　会津に食べ物がたくさん取れ、みんなが幸せに暮らす
ことができるよう願いを込めて行われる「会津彼岸獅子」
を知っていますか。この獅子頭に使われていのが、会津
地鶏の雄の黒い色の長い尾羽です。

　

　　昔は、どの農家の庭先にもこの地鶏はいたそうです。
しかし、この鶏は、普通の鶏と比べて小さく、産む卵の
数が少ないので、だんだん少なくなっていきました。

　　見かけなくなったこの会津地鶏を探し続けたのが、武田瑞也さんです。

ついに、昭和６２年、会津若松や下郷、新鶴、湯川で発見し、これを広めようと努力してきました。


　　　　　　　　　　　　　　　武田さんは、現在、会津地鶏協会の会長さんを務められ、今も、普及に努めています。

　　　　　　　　　　　　　　　貴重な会津地鶏を、地元の子ども達にぜひ食べて欲しいと、今回いただきました。全国的にも評価が高い会津地鶏を今日はカレーにしました。味わっていただきましょう。



Ⅲ　○成果と◎さらなる充実のために
１　授業等から
  ○  生活科と道徳を関連付けた授業を設定したことにより、町のよさを感じる多くの人々の存在に気付き、より一層一人一人の児童が自分たちの町のよさを感じ取ることができた。
　○　学校給食に食材を卸している商店の人々の存在から、地域の人々の子ども達に寄せる思いを感じることができ、地域のよさを多面的に感じることができた。
  ◎　家庭で地域のよさを話題とする機会を増やすことができるよう、おたより等で家庭へ働きかけるなど、継続的な取組をしていきたい。
　◎  招待給食を計画的に実施し自分の生活を支えている人々の存在を意識させ、地域の人やものと関わるよさを実感させる機会をもつようにする。
２　その後の児童の様子から
 　○　給食の時間には、地域のお店から届けられる食材が使われている。その食材を探しながら、味わって食べようとする姿が見られている。    
　 ◎  さらに、学校生活の様々な場面において地域の人々と関わる場面を多くし、自分の町を愛する心を育てていきたい。
給食








地場産物の活用（年間）旬の野菜等


食育月間　　６月　


・給食指導　　　　　＜事例３＞


　　「会津地鶏によせるふるさとへの思い」


郷土料理　





授業








生活科「わたしのまちをたんけんしよう」４月＜事例１＞


「総合発表会」                ２学期


道徳　「町のひみつ　わかったよ」　　　５月


＜事例２＞





家庭








学級だより　「まちたんけんをしました」５月


給食だより  「会津地鶏を味わう」６月














　　　　　　











地域








人材の活用


（地域生産者・商店街など町の人々・食生活改善推進員）








事例１　　　　　　生　活　科





もっとしりたいまちのことをまとめよう





※　まちの中で、自分でも見てみたいことや行ってみたい場所､やってみたいことを発表することができる。　(発表）





※　「まちのひみつ」マップや友だちの気付きから、さらに知っていることや気付いたことをカードにまとめ、発表することができたか。（カード・発表）











※　自分の町のよさを感じることができたか。　　（発表、ワークシート）








たいせつな　まち





※　こうちゃんとひろくんが、自分のまちのよさを感じていることがわかったか。　　　　（　発　表　）





事例２　　　　　　道　徳











事例３　　　　　　給　食　の　時　間





麦ごはん、会津地鶏の贅沢カレー


千葉産のアスパラ、フルーツヨーグルト、福神漬け、牛乳

















　　「まちのひみつ」マップ


























あか・・・おみせ


きいろ・・ひと


みどり・・しぜん


あお・・・あんぜん


ｵﾚﾝｼﾞ・・・その他





いってみたいところ


気づいたこと





・にんじんをぬく


　→おいしい





こうじょうの人とともだち


→うれしい





・ドッカーン


・ピカピカ





たいせつなまち





　はたけがいっぱい





ひろくん　←とおくにひっこした――　なかよし　――→　こうちゃん





じぶんの町が


だいすき


・しんせつな人


・ひみつがたくさん





ひみつがとけた





まちのひみつ


わかったよ









